
45　快適な暮らしを支える安全、安心な道路整備 －

平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 　駿東郡小山町

１．生活拠点となる小学校周辺の主要道路の整備を行い、安全かつ円滑な通行を図る。
２．災害時に大型バス、トレーラーのアクセス可能な避難地箇所の増加を図る。

（H26当初） （H28末） （H30末）
生活拠点となる小学校周辺の道路整備を行い、歩行者通行安全率を60％以上に向上する。

歩行者通行安全率＝Σ（路線安全度合）÷Σ（路線重要度指数）
　路線重要度指数＝（各路線の通学児童数÷対象路線を通学する総児童数）×各路線延長） 55% － 60%
　路線安全度合　＝　各路線の歩道整備率×路線重要度指数

※対象路線は、各小学校から半径500ｍ圏内に存ずる主要な通学路とする。

災害時に大型バス、トレーラーのアクセス可能な避難地箇所の箇所数割合を80％以上に向上する。
箇所数割合　=(大型バス,トレーラーアクセス可能な避難地箇所数) ÷ (避難地箇所総数) 66% － 83%

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29 策定状況

45-A1 道路 一般 小山町 直接 小山町 町道 改築 バイパス 1.6 km 小山町 264

45-A2 道路 一般 小山町 直接 小山町 町道 改築 道路拡幅 0.3 km 小山町 185

45-A3 道路 一般 小山町 直接 小山町 町道 改築 道路拡幅 0.1 km 小山町 32

45-A4 道路 一般 小山町 直接 小山町 町道 改築 道路拡幅 0.1 km 小山町 8

45-A5 道路 一般 小山町 直接 小山町 町道 改築 バイパス 0.9 km 小山町 132

45-A6 街路 一般 小山町 直接 小山町 Ｓ街路 改築 バイパス 0.5 km 小山町 759

45-A7 道路 一般 小山町 直接 小山町 町道 改築 道路拡幅 0.9 km 小山町 30

45-A8 道路 一般 小山町 直接 小山町 町道 改築 道路拡幅 1.0 km 小山町 18

45-A9 道路 一般 小山町 直接 小山町 町道 改築 道路拡幅 0.5 km 小山町 13

45-A10 道路 一般 小山町 直接 小山町 町道 改築 道路拡幅 0.1 km 小山町 40

合計 1,481

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

別紙５－１

社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）　（第4回変更）
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象
計画の目標

地域住民（町民）の生活拠点における主要な道路の整備や歩道設置等を推進して安全かつ円滑な通行を図るとともに、災害等の緊急時における避難地等の拠点への輸送、連絡ルートとしての機能を確立し、快適で安心して暮らせる町づくりに寄与
する。

平成29年3月17日

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
1,481百万円 Ａ 1,481百万円 Ｂ ０百万円 Ｃ ０百万円

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

Ｄ ０百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

(他)3975号線

(他)1063号線

(他)1065号線

(２)用沢大御神線

(都)大胡田用沢線

(都)大胡田用沢線

事業者

要素となる事業名

市町村名

費用便益比
（延長・面積等）

(1)上野大御神線

(他)2414号線ほか2路線

(他)2415号線ほか2路線

(1)足柄三保線

番号 事業者 要素となる事業名

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度）
全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度）
全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。
※　平成２８年度は、決算額が確定でき次第記載。

H25 H26 H27 H28 H29

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 0

配分額
（a）

15 40 144

前年度からの繰越額
（d）

0 0 10

交付額
（c=a+b）

15 40 144

翌年度繰越額
（f）

0 10 110

支払済額
（e）

15 30 44

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0

うち未契約繰越額
（g）

0 10 84

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

-

用地交渉におい
て発生した相続
の問題により、
権利者間で話し
合いが長引き、
契約の締結に遅
延を生じたため

補償の交渉にお
いて発生した金
額の問題によ
り、交渉が長引
き、契約の締結
に遅延を生じた
ため

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 26.0% 54.2%



参考図面（社会資本整備総合交付金）

計画の名称 45　快適な暮らしを支える安全、安心な道路整備（第4回変更）

計画の期間 平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 駿東郡小山町

別紙５－１

交付対象

45-A3

現道拡幅

45-A2

現道拡幅

45-A4

現道拡幅
45-A5

現道拡幅

45-A1

道路新設

45-A6

道路新設

45-A7

現道拡幅

45-A9

現道拡幅

45-A8

現道拡幅

45-A10

現道拡幅



別紙２

計画の名称：　４５　快適な暮らしを支える安全、安心な道路整備

交付団体名：　小山町

チェックチェックチェックチェック欄欄欄欄

　１）基本方針と適合している。 －

　２）上位計画等と整合性が確保されている。 ○

(該当するものに○）
１　国土形成計画全国計画　　２　国土形成計画広域地方計画、北海道総合開発計画又は沖縄振興計画
３　社会資本整備重点計画　　４　環境基本計画
５　その他（第4次小山町総合計画、小山町都市計画マスタープラン改定計画　）

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　３）指標・数値目標が分かりやすいものとなっている。 ○

　１）十分な事業効果が期待できる。 ○

　２）他の事業との連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 ○

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○

　２）事業実施のための環境整備が図られている。 ○

ⅢⅢⅢⅢ．．．．計画計画計画計画のののの実現可能性実現可能性実現可能性実現可能性

④④④④円滑円滑円滑円滑なななな事業執行事業執行事業執行事業執行のののの環境環境環境環境

社会資本整備総合交付金社会資本整備総合交付金社会資本整備総合交付金社会資本整備総合交付金チェックシートチェックシートチェックシートチェックシート

ⅠⅠⅠⅠ．．．．目標目標目標目標のののの妥当性妥当性妥当性妥当性

①①①①基本方針基本方針基本方針基本方針・・・・上位計画等上位計画等上位計画等上位計画等とのとのとのとの適合等適合等適合等適合等

ⅡⅡⅡⅡ．．．．計画計画計画計画のののの効果効果効果効果・・・・効率性効率性効率性効率性

②②②②目標目標目標目標とととと事業内容事業内容事業内容事業内容のののの整合性等整合性等整合性等整合性等

③③③③事業事業事業事業のののの効果効果効果効果


